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資料２－２

九州地方における深層崩壊の実態と特徴九州地方における深層崩壊の実態と特徴九州地方における深層崩壊の実態と特徴九州地方における深層崩壊の実態と特徴
（災害と対策の概念）（災害と対策の概念）



大雨による深層崩壊の災害イメージ大雨による深層崩壊の災害イメージ

降雨の状況
（時間経過）

時間経過とともに雨が続く
雨やむ

土砂災害警戒
情報発令

大雨警報
発令

表層崩壊
雨による表層崩壊
が複数発生

深層崩壊発生

深層崩壊

深層崩壊発生
雨がやんだ後にも発生

土石流や
河道閉塞の
発生

土石流や
河道閉塞の
発生

道 路

電気 通信

被
害

土砂崩れ等に
より交通寸断

交通寸断、電気・通信途絶が
発生した状況下で大規模な被害
が発生
河道閉塞 場合は特 流側電気・通信

避

電気や通信
の途絶

河道閉塞の場合は特に下流側に
数km程度の危険エリアが拡大

1次避難レベル

2次避難レベル

避
難
レ
ベ
ル

明るいうち、通れるうち、
身近な避難所へ集約

解除

2次避難レベルル
大規模な崩壊や河道閉塞の決壊を避ける
ために必要に応じて広域的な避難を実行

※深層崩壊が起こるような地域での潜在的な危険性を表現したものである 1



深層崩壊の規模における対策の概念深層崩壊の規模における対策の概念

深層崩壊表層崩壊 深層崩壊表層崩壊

S38 横手谷 崩壊H17 島戸 崩壊

H17 野々尾 崩壊
（宮崎県美郷町）

H23 栗平 崩壊
（奈良県十津川村）

H9 針原川 土石流 約1390万 3

発生頻度
大 小

（熊本県五木村）
H17 島戸 崩壊
（宮崎県美郷町）

H9 針原川 土石流
（鹿児島県出水市）

H17 鰐塚山崩壊
（宮崎県宮崎市）

約1390万m3

H15 集川 土石流
（熊本県水俣市）

0 10 100 1000 崩壊規模(万 3)

崩壊規模増加

（宮崎県宮崎市）

ハード対策

0 10 100 1000 崩壊規模(万m3)
時系列

砂防施設による対応

ソフト対策

振動センサーによる検知 発災直後

衛星通過時点
衛星画像判読

大規模崩壊監視
警戒システム

ソフト対策

ヘリコプターからの目視観測

悪天候、夜間可

天候回復時点
日中のみ可

衛星画像判読

日中のみ可

2



河道閉塞における緊急調査・監視体制・応急対策の概念河道閉塞における緊急調査・監視体制・応急対策の概念

発災直後

時系列

初動段階 応急段階

1～2日程度 3日～1週間程度 1週間程度～

災害発生

土砂災害防止法
の改正に伴う緊

予備調査 地上又はヘリ踏査

地上での現地調査

GPS、レーザ距離計による計測
人工衛星・ヘリによる調査

緊急調査

改 伴う緊
急調査
・現地踏査による
状況把握
・アクセス等の状
況把握

地上での現地調査

被害の発生時期・区域の算出
初動期、継続監視期により調査項目が設定

監視シス

・崩壊箇所の監視
・閉塞箇所の監視
・湛水位の監視

観測・通信機器の選定
電源の確保

観測機器 ヘリによる設置

システムによる監視支援

監視の実施

テム構築
継続監視

湛水位の監視
・二次災害への監
視

設置
徒歩による設置

車両による設置
現地被災状況
に応じた対応

など

応急対策
・応急対策の検討

・資機材の集積搬
方法検

搬入可能な資機材による応急工事資機材集積場所の確保
ヘリポートの確保

アクセス道路の確保 大型機械の導入
入方法検討

地域へは随時新しい情報を継続して発信

緊急調査
着手通知

地域への
対応

土砂災害緊急情報
・住民避難の支援

雨量等の情報提供
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九州地方における深層崩壊の実態と特徴九州地方における深層崩壊の実態と特徴
（災害現象について）（災害現象について）

資料２－３

（災害現象について）（災害現象について）

・九州における深層崩壊の発生の特徴（特に降雨との関係）・九州における深層崩壊の発生の特徴（特に降雨との関係）
・山岳地域におけるインフラ条件の整理
・ワーキングを実施する自治体の避難所の位置
・参考資料



 
 

2.3.1 九州における深層崩壊の発生の特徴（特に降雨との関係） 

 

１．九州地方における深層崩壊は、主に、堆積岩地質のエリアと、火山性地質のエリアで発生している。 

２．九州地方において深層崩壊が発生するまでの降雨量は、地質により幅があり、火山性地質の場合は比較的少

ない降雨量（４００mm程度～）で発生し、堆積岩地質の場合は比較的多い降雨量（６００mm程度～）起こ

る傾向がある。 

３．発生時間がわかっている深層崩壊のうち、半数近く（３事例／７事例）が降雨終了後に発生している。 

 

 

九州地方における深層崩壊は、海底のプレート運動の結果である四万十帯・秩父帯等により形成されるいわ

ゆる「付加体」に由来する堆積岩地質エリアで起こるものに加え、火山性地質エリアで起こるものがあること

が全国の中でも大きな特徴である。過去、九州地方に発生した深層崩壊の実例を見ても崩壊規模は様々であり、

これらの地形、地質構造の特徴によるものと考えられる。 

 

別表に示すとおり、九州地方において深層崩壊が発生した事例について雨量等を整理した。火山性地質エリ

アと堆積岩エリアでの発生状況には、大まかな傾向が見られる。 

 

また、深層崩壊の特徴としては、降雨終了後に起こることもあることがあげられる。今回整理した１１事例

のうち、７事例について深層崩壊発生時刻が特定できるが、うち３事例については降雨終了後に大規模な深層

崩壊が発生していた。 

 

 

 

 

 降雨終了後に発生した深層崩壊の３事例 

 

１）1963.8.17 熊本県五木村 横手谷  崩壊土量 200 万 m3 

                        ※主な降雨が終了して ２時間後に発生 

２）1997.7.14 熊本県八代市 油谷   崩壊土量 10 万 m3 

                        ※主な降雨が終了して ２３時間後に発生 

３）2005.9.6  宮崎県美郷町 野々尾  崩壊土量 1000 万 m3 

                                   ※主な降雨が終了して ４時間後に発生 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図.1 九州地方における深層崩壊箇所位置図および崩壊規模 

第三紀火山岩分布域にも深層崩壊 
実績が認められるが、崩壊規模は 
四万十帯や秩父帯に比べ小さい 

四万十帯が分布する鰐塚山周辺に
崩壊実績が多い 

四万十帯が分布する耳川流域や球
磨川上流域に崩壊実績が多い 

基図の地質図は 産業技術総合研究所地質調査総合センター (編) (2012) 20万分の1日本シームレス地質図データベース(2012年 7月3日版) 
 産業技術総合研究所研究情報公開データベース DB084，産業技術総合研究所地質調査総合センター を使用
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表 1 九州における深層崩壊の事例（1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※：表の番号は図 3.1 に示した実績箇所の番号に対応 
崩壊土砂量の（ ）書きは地震による崩壊を示す 

 

年 月 日 時間
崩壊
のみ

天然
ダム

土石流

15 油谷川左岸の崩壊 1997年 7月 14日 8:00 100,000 熊本県 八代市 - ○ -

35 朴の木の崩壊 2007年 7月 - - 205,058 熊本県 八代市 ○ - -

2 大刈野崩壊 1943年 9月 18日 - 1,500,000 大分県 佐伯市 - ○ -

5 横手谷崩壊 1963年 8月 17日 23:00 2,060,000 熊本県 五木村 - ○ - 右支渓と左支渓の合算値

36 瀬戸石崩れ 1755年 7月 17日 - 不明 熊本県 八代市 - ○ -

32 球磨皆伐跡地 2006年 7月 - - 不明 熊本県 球磨村

31 畑の崩壊 2005年 9月 6日 7:30 429,000 宮崎県 椎葉村 ○ - - ダムへ土砂流入

29 松尾新橋西の崩壊 2005年 9月 6日 - 863,000 宮崎県 椎葉村 ○ - - 本川へ土砂流入、閉塞せず

11 不土野上の崩壊 1982年 7月 25日 - 1,000,000 宮崎県 椎葉村 - - ○

30 畑北の崩壊 2005年 9月 6日 - 1,125,000 宮崎県 椎葉村 ○ - - ダムへ土砂流入

28 島戸の崩壊 2005年 9月 6日 - 333,000 宮崎県 美郷町 ○ - - 本川へ土砂流入、閉塞せず

27 野々尾の崩壊 2005年 9月 6日 23:00 10,000,000 宮崎県 美郷町 - ○ -

39 川口柳平山津波 - - - - 不明 熊本県 水上村 - ○ -

12 譲葉の崩壊 1982年 8月 13日 - 100,000 宮崎県 西都市 - ○ -

9 松の内谷崩壊 1977年 8月 25日 - 190,000 宮崎県 美郷町 - - ○

6 鳶の元崩壊 1971年 8月 30日 - 740,000 宮崎県 西米良村 ○ - - 本川へ土砂流入、閉塞せず

25 槻之河内の崩壊 2005年 9月 6日 - 4,800,000 宮崎県 日南市 - ○ -

26 本郷の崩壊 2005年 9月 6日 - 6,300,000 宮崎県 椎葉村 - ○ -

4 大河内の崩壊 1954年 9月 13日 - 不明 宮崎県 椎葉村 - ○ -

24 七瀬谷川の崩壊 2005年 9月 6日 - 520,000 宮崎県 都城市 - - ○

19 うつら谷の崩壊 2005年 9月 6日 8:30～9:00頃 850,000 宮崎県 宮崎市 - - ○ 右支渓と左支渓の合算値

23 別府田野川右支渓の崩壊 2005年 9月 6日 8:30～9:00頃 1,000,000 宮崎県 宮崎市 - - ○

21 別府田野川上流の崩壊 2005年 9月 6日 8:30～9:00頃 1,840,000 宮崎県 宮崎市 - - ○ 右支渓と左支渓の合算値

18 片井野川左支渓の崩壊 2005年 9月 6日 - 2,000,000 宮崎県 宮崎市 - - ○

17 天神山の崩壊 2005年 9月 6日 - 4,800,000 宮崎県 三股町 - - ○ 境川左岸側２崩壊の合算値

花崗岩類 38 湯山船石山津波 - - - - 不明 熊本県 水上村 - - ○

10 大口白木の崩壊 1978年 6月 24日 - 12,000 鹿児島県 伊佐市 ○ - - 土砂量少ない

16 集川土石流 2003年 7月 20日 4:20 92,000 熊本県 水俣市 - - ○

14 針原川土石流 1997年 7月 10日 0:44 200,000 鹿児島県 出水市 - - ○

7 真幸山津波 1972年 7月 6日 14:15 300,000 宮崎県 えびの市 - - ○

第三紀堆積岩 3 瓜が坂崩壊 1953年 6月 28日 - 70,000 佐賀県 唐津市 ○ - -

34 船石川土石流1 2007年 7月 11日 5:00頃 105,000 鹿児島県 南大隅町 - - ○

33 船石川土石流2 2010年 7月 3日 - 18,500 鹿児島県 南大隅町 - - ○

1 眉山の山体崩壊 1792年 5月 21日 - (340,000,000） 長崎県 島原市 ○ - - 地震によるもの

37 鶴見岳の崩壊 1596年 7月 12日 - (9,000,000） 大分県 別府市 ○ - - 地震によるもの

備　考

秩父帯

不明

地質区分 番号 名　　称

発生日時
崩壊土砂量

(m3)
県名 市町村

災害形態

第四紀火山岩

四万十帯北帯
（諸塚層群）

四万十帯南帯
（日向層群）

四万十帯南帯
（日南層群）

第三紀火山岩

第四紀火砕流堆積物

土石流  ：収集資料・文献等に「土石流」との記載があるもの 
天然ダム：収集資料・文献等に「天然ダム形成」や「河道閉塞」と記載のあるもの 
崩壊のみ：収集資料・文献等に「土石流」「天然ダム」との記載がないもの、 

河川等へ土砂が流入するも河道閉塞にはいたらなかったもの 
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2.3.2 山岳地域におけるインフラ条件の整理 

九州地方において深層崩壊の発生が想定される九州山地について、特に堆積岩地質エリアについては、険しく深い

山岳地形を呈しており、道路や電気・通信などのインフラが災害に対して脆弱な現状がある。 

 

１）道路条件について 

  堆積岩地質エリアの事例として、H24 年度の深層崩壊検討委員会で紹介した川辺川流域における過去の災害実績に

よると、川辺川流域の道路ネットワークは、過去の実績において、一定以上の雨が降ると複数箇所で被災を受けやす

く脆弱な特性を持っていることがわかる。また、川辺川流域周辺の球磨盆地への道路ネットワークについても、高速

道路、国道２１９号が主であるが、これらも雨により通行止めになる可能性が高い。 

  このことから、九州山地において深層崩壊などの大規模土砂災害が発生するような豪雨の際には、地域の道路ネッ

トワークに深刻なダメージが生じるとともに、広域ネットワークも寸断されることを想定しておく必要がある。 

 

２）電力・通信条件について 

  電力、通信についても、有線送電・送信ルートが道路沿いに設置されていることが多く、下記の災害事例写真にあ

るとおり、土砂災害等で道路が崩壊すれば、道路と同様にネットワークが寸断されることが多い。 

  このため、深層崩壊などの大規模土砂災害が発生するような豪雨の際には、これら電力・通信ネットワークについ

ても寸断されることを想定しておく必要がある。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 川辺川流域の過去の災害事例（土砂災害実績と通行止め実績） 

 

県道宮原五木線

九州自動車道

国道 445 号 

国道 219 号 

写真：平成２４年７月１２日 九州北部豪雨での五木村の災害状況 
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